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his paper relates to the arrangem









arranged in a scroll style.  T
he arrangem
ent order w
as originally in the order of the date of the letter and w
as m
odified to the current 
arrangem
ent order at som
e point in the past. In this paper, the reason of the m
odification w
as considered through actually review
ing the 
scroll of “F
ūshin-jo”. In the past, there has nothing to m
ention about the m
odification of the arrangem
ent order of the T
hree letters, it w
as 
pointed out for the first tim




において人々の信仰の最上ともいえる存在であり、その書もまた在世当時より千年以上を経た今日に至るまでわが国を代表する存在である。とくに書の存在は、わが国に留まらず、書の発祥となった中国においても日本の を代表すると評されるものである。空海の書跡のなかでも三通の尺牘（ 「風信帖」 「忽披帖」 「忽恵帖」 ） 集めた『風信帖』 （図Ｂ）は、天台宗 開祖である最澄との交流における何よりの証であり、その書 至宝というべきものであり国宝に指定され ものであ 。　
小稿では、近年発表された増田孝氏の新説―「忽披帖」 「忽恵帖」は






















のちに醍醐天皇より弘法大師を諡号（９２１）された人物である。また、最澄は天台宗の開祖であり、のちに清和天皇より伝教大師を諡号（８６６）された人物である。南都（奈良）仏教に変わって新しい仏教が切望された平安時代、遣唐使としてともに中国に渡った空海と最澄の交流は、最澄が空海に密教の教えを受けることから始ま という。両者の間で親密な交流をしめす資料が残されているなかで、もっとも有名なも が空海から最澄に宛てられた尺牘を集めて合装されて巻子 なったものが、今見る『風信帖』の姿である。　
尺牘の文面には、密典（書物『摩訶止観』 ）の貸与にたいする御礼
に始まり、空海の仏教へ 篤実な心情 漢文体によって記され いる。字句 託された 言葉には、新仏教の流れが中国から日本にもたらされた高揚と気概を読み取ること き、現代人 読んでも千年の時空を感じさせることのない空海が満身に体した密教への思いを感得せしめるものである。　
１・３、 『風信帖』の書について―
　『風信帖』にかかれた空海の筆
跡は、書聖と称された王羲之の筆法にもとづきながら独自の書風を形成し、空海の天賦の才をいかんなく発揮し 真跡であ 。 くに真言密教においては そのものが生命をもち、人格をそ え 指摘する宗 者も る。また『風信帖』にかかれた書は、筆 として 美









二十四歳で出家し諸国を遍歴して修行を積んで、三十 歳の き遣唐使船にて入唐を果た た。長安の青龍寺の僧・恵果から密教の秘法を授けられ真言密教の奥義を究め、二年後に帰朝し高野山に金剛峯寺を建て真言宗を開いた。　
空海は仏教だけでなく、書にも精通し篆書・隷書・楷書・行書・草

































８１３） 、三十八歳から三十九歳にかけて ものである。 『風信帖』（８１２頃）も断定はできないが同時期のものと考えられている。また同時期には『金剛般若経開題』 （８１３）がある。こ ほか『七祖像賛』 （８０５―８２１）があ て、三十三歳から四十八歳 ものである。このほか『大日経開題』が 、 代ははっきりしない。　
また空海の筆と伝えられるものに『将来目録』 （８０６） 『急就章』
（８１２） 『文筆眼心抄』 （８２０） 『益田池碑銘』 （８２５）があり、年代は不詳であるが『崔子玉座右銘』 『孫過庭書譜』 『新撰類林抄』がある。これらは空海と縁のふかいものだが、空海の真跡とは考え れないものである。　
空海の生涯でもっとも転機となったのは、延暦二十三年（８０４）
に遣唐使船 入唐し都の長安で密教の奥義をきわめ、多数の貴重な典籍をたずさえて大同元年（８０６）に帰朝したことであろう。さきにあげた書例でいうと『聾瞽指帰』は、入唐以前では唯一のもの










































































昭和二十六年六月に国宝に指定された 『弘法大師筆尺牘三通 （風信帖） 』は空海の真跡として誰も疑いを呈した者のなかったもので、まさに宗教界 もとより書道界にとって驚天動地というべき言説である。　
増田氏は、東京教育大学（いまの筑波大学）卒業ののち高校教諭を
へて愛知文教大学教授となり 副学長・学長を務めている。研究分野は日本書跡史・日本文化史で、著作に 『光悦の手紙』 『茶人の書』 『日本近世書跡成立 の研究』などがある。　
３・２、増田氏の推理―
　『風信帖』については、 『書の真贋を推理




































































































牘「風信帖」を第一通に装幀を直したかといえば、教王護国寺において―尺牘「風信帖」だけは本来のもので、空海の真跡であるとして伝わっ いた―このことが の理由ではないかと思量される。はからずも、前章の増田氏 〝第一通「風信帖」だけが真跡である〟という見解を追認することになったわけだが、増田氏の新説にさらに実証を加え得たものと思う。　
本来五通あった尺牘（現存の「風信帖」 「忽披帖」 「忽恵帖」と失われ












て単純に考えれば、 「風信帖」を冒頭にするために、当初冒頭にあっと考えられる九月五日付「忽恵帖」を切り取って、第二番目の九月十一日付「風信帖」と第三番目の九月十三日付「忽披帖」はそ ままにして末尾に貼りこみ、現状である冒頭を尺牘 風信 とし、第二番目 「忽披帖」ついで第三番目に ―としたというのがもっとも簡易であり、また原状をできるだけそ ままに て変更しやすい方法であったと考えられる。結語　
本稿の研究の端緒は、東京堂出版『書の真贋を推理する』に収めら
―　　―31





いし、諳んじ暗ずるほど 観照し が、増田氏の説に触れ まで 、微塵の疑いもなかった。人の書写の状況は様々であり、どんなに名人といえども筆者自身の体調はもと り、晴れか雨か朝か夜か夏か冬かなど時候の条件、筆墨の良否また適否など用具用材の条件など 幾つもの要素が相俟って が執られる訳であるから 残さ 筆跡に多少の瑕疵はあっても当然であるという是認 った。こ した思込みあって増田氏の新説は衝撃 った。そして、図らずも三度目 なる実見によって、こうした筆者（遠藤）の不明を払拭すべき好機となった。　
改めて、空海の筆跡の強弱や緩急、かかれた用紙、墨のニジミとカ




















































































・ 『日本 蹟大鑑 １
　
講談社
　
１９７８
・ 『原色法帖選』
11　
二玄社
　
１９８５
・ 『中田勇次郎著作集』５
　
二玄社
　
１９８５
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・ 『ＮＨＫ国宝への旅』
　
日本放送出版協会
　
１９８８
・ 『日本名筆選』
36　
二玄社
　
１９９５
・ 『空海
　
風信帖』
　
書芸文化新社
　
１９９９
・ 『弘法大師墨蹟聚集』
　
弘法大師墨蹟聚集刊行会
　
２００１
・ 『風信帖・潅頂記』
　
天来書院
　
２００２
・ 『書の真贋を推理する
　
東京堂出版
　
２００４
・ 『空海筆「 」の形を読む』
　
世界書院
　
２００４
・ 『週刊ニッポンの国宝１００』
21　
小学館
　
２００８
・ 『名僧の書』
　
淡交社
　
 ２０１２
・ 『日本美術全集 ５
　
小学館
　
 ２０１４
・ 『墨』
233  芸術新聞社
　
２０１５
　　　　　
―付記―
　　
空海の人物に関する著書研究論考は枚挙に暇がないことから、
　　
ここでは『風信帖』に関するものだけを取り上げるに留めた。
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の現況
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第二通「忽披帖」末尾部分
＊黒塗り箇所は、遠藤加筆
図Ｌ
押縫印部分
＊黒塗り箇所は、遠藤加筆
図Ｎ
